
　

応
募
い
た
だ
い
た
際
の
個
人

情
報
は
、
各
コ
ー
ナ
ー
掲
載
と

プ
レ
ゼ
ン
ト
送
付
の
目
的
以
外

に
は
使
用
い
た
し
ま
せ
ん
。
ま

た
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
中
日
新
聞

販
売
店
が
お
届
け
し
ま
す
。

吉
田　

彩
生
く
ん
（
よ
し
だ
・
あ
や
き
）

２
０
２
２
・
７
・
25
生
ま
れ
＝
川
上
町
＝

　

▽
家
族
の
太
陽
！
い
つ
も
か
わ
い
い
笑
顔

で
毎
日
に
彩
り
を
く
れ
て
あ
り
が
と
う
！
大

好
き
！

　

本
コ
ー
ナ
ー
に
登
場

し
て
く
れ
る
お
子
さ
ん

（
応
募
時
点
で
２
歳
未

満
の
方
）
を
引
き
続
き

募
集
し
て
い
ま
す
。
さ

さ
や
か
な
プ
レ
ゼ
ン
ト

も
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

　

応
募
は
メ
ー
ル
、
ま

た
は
郵
送
で
。
メ
ー
ル

は
件
名
に
「
元
気
く
ん

・
ち
ゃ
ん
」
、
本
文
に

①
住
所
②
氏
名
・
ふ
り

が
な
③
性
別
④
生
年
月

日
⑤
保
護
者
名
⑥
メ
ッ

セ
ー
ジ
（
携
帯
の
絵
文

字
は
使
用
不
可
）
⑦
電

話
番
号
⑧
お
近
く
の
中

日
新
聞
販
売
店
名
、
本

人
一
人
で
写
っ
て
い
る

写
真
デ
ー
タ
を
添
付
し

て
＝m-homenews@gct

v.ne.jp

＝
へ
。

　

郵
送
は
写
真
（
返
却

は
い
た
し
ま
せ
ん
）
の

ほ
か
、
別
紙
に
①
か
ら

⑧
を
明
記
し
て
、
〒
４

６
３
―
０
０
６
５
、
廿

軒
家
12
の
18
、
守
山
ホ

ー
ム
ニ
ュ
ー
ス
「
元
気

く
ん
・
ち
ゃ
ん
」
係

へ
。

　

画
質
に
よ
っ
て
は
掲

載
で
き
な
い
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

間
も
な
く
新
年
度
―
。
進

学
や
就
職
な
ど
で
多
く
の

方
々
の
生
活
環
境
が
変
わ
っ

た
り
、
法
律
改
正
を
は
じ
め

世
の
中
も
い
ろ
い
ろ
と
変
わ

る
時
期
を
迎
え
ま
す
。

　

特
殊
詐
欺
の
犯
人
は
、
新

年
度
な
ど
〝
環
境
の
変
化
〞

を
見
計
ら
っ
て
犯
罪
を
行
お

う
と
し
ま
す
。

　

例
え
ば
「
年
度
が
変
わ
っ

た
の
で
、
い
ま
ま
で
の
カ
ー

ド
が
使
え
な
く
な
る
」
と
、

あ
た
か
も
本
当
の
よ
う
に
信

じ
込
ま
せ
、
現
金
や
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
を
だ
ま
し
取
ろ

う
と
す
る
の
で
す
。
こ
れ
は

昨
年
、
特
に
被
害
が
多
か
っ

た
手
口
で
も
あ
り
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
大
規

模
に
流
行
し
た
時
に
は
「
コ

ロ
ナ
給
付
金
が
あ
る
」
と
の

話
か
ら
、
現
金
や
キ
ャ
ッ
シ

ュ
カ
ー
ド
を
だ
ま
し
取
ら
れ

る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
。

被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
、
次

の
対
策
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

▽
ニ
ュ
ー
ス
を
細
か
く
確

認
し
て
、
社
会
情
勢
に
詳
し

く
な
る
＝
犯
罪
者
の
作
り
話

に
だ
ま
さ
れ
な
い
よ
う

　

▽
常
に
留
守
番
電
話
設
定

に
す
る
ほ
か
、
被
害
対
策
電

話
機
を
活
用
す
る
＝
犯
人
と

直
接
話
さ
な
い

　

▽
不
審
な
電
話
は
家

族
や
警
察
に
相
談
＝
相

談
す
る
こ
と
で
詐
欺
と

気
付
く
場
合
も
あ
り
ま

す

特
殊
詐
欺
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に

所
属
の
教
授
者
と
、
そ
の
社
中

に
よ
る
生
け
花
作
品
36
点
を
展

示
。
一
般
対
象
。
無
料

◇
第
11
回　

Ｓ
ｍ
ｉ
ｌ
ｅ　

Ｋ
ｉ
ｄ
ｓ　

ダ
ン
ス
発
表
会

　

24
日
（
日
）
後
３
〜
５
（
後

２
・
30
開
場
）
、
尾
張
旭
市
文

化
会
館
＝
同
市
東
大
道
町
山
の

内
２
４
１
０
の
11
。
※
問
い
合

わ
せ
は
教
室
代
表
の
細
江
さ
ん

携
帯
０
９
０
―
７
４
３
８
―
０

３
９
２
へ
。
区
内
の
幼
児
か
ら

大
学
生
ま
で
の
生
徒
・
Ｏ
Ｇ
ら

約
１
０
０
人
が
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ

や
チ
ア
、
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
な
ど

を
披
露
。
一
般
対
象
、
無
料

◇
ひ
ら
ひ
ら
ち
ょ
う
ち
ょ
を

つ
く
ろ
う

　

27
日
（
水
）
前
10
〜
正
午
、

守
山
児
童
館
☎
０
５
２
（
７
９

６
）
１
５
０
１
。
金
城
学
院
大

の
学
生
と
一
緒
に
工
作
。
乳
幼

児
と
そ
の
保
護
者
、
小
学
生
対

象
、
当
日
先
着
40
人
。
無
料

◇
４
月
の
ク
ラ
フ
ト
「
鯉こ

い

の

ぼ
り
の
切
り
絵
」

　

４
月
11
日
（
木
）
前
10
〜
正

午
、
守
山
福
祉
会
館
☎
０
５
２

◇
春
の
い
け
花
展

　

24
日
（
日
）
前
10
〜
後
４
、

守
山
区
役
所
３
階
講
堂
。
※
問

い
合
わ
せ
は
区
役
所
地
域
力
推

進
室
☎
０
５
２
（
７
９
６
）
４

５
２
７
へ
。
守
山
区
華
道
連
盟

（
７
９
３
）
６
３
３
０
。
は
さ

み
、
木
工
用
接
着
剤
、
手
拭
き

の
ほ
か
、
飲
み
物
を
持
参
。
※

申
し
込
み
は
３
月
27
日
（
水
）

前
８
・
45
〜
同
館
の
電
話
で
受

け
付
け
。
60
歳
以
上
の
市
内
在

住
者
対
象
、
先
着
20
人
。
材
料

費
４
０
０
円

◇
自
然
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
「
花

繚り
ょ
う
ら
ん乱
の
路
」

　

４
月
12
日
（
金
）
前
10
〜
正

午
、
森
林
公
園
＝
尾
張
旭
市
新

居
５
１
８
２
の
１
＝
植
物
園
内

展
示
館
前
集
合
☎
０
５
６
１

（
５
３
）
１
５
５
１
。
自
然
観
察

指
導
員
の
解
説
と
と
も
に
園
内

を
散
策
。
一
般
対
象
。
※
当
日

受
け
付
け
、
雨
天
決
行
。
無
料

（
た
だ
し
、
植
物
園
入
園
料
と

し
て
大
人
一
人
２
２
０
円
要
）

◇
初
心
者
の
た
め
の
手
話
学

習
会

　

４
月
20
日
（
土
）
前
10
〜
11

・
30
、
志
段
味
図
書
館
☎
０
５

２
（
７
３
６
）
６
９
０
７
。
創

立
か
ら
20
年
、
志
段
味
で
活
動

し
て
い
る
手
話
サ
ー
ク
ル
「
ホ

タ
ル
」
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
手

話
を
学
ぶ
催
し
。
一
般
対
象
、

当
日
先
着
24
人
。
無
料

◇
愛
知
ゆ
か
り
の
文
学
者
・

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
た
ち　

第
３

回
「
名
古
屋
と
江
戸
川
乱
歩
―

名
古
屋
人
と
し
て
の
乱
歩
を
語

る
―
」

　

４
月
24
日
（
水
）
後
２
〜
３

・
30
、
守
山
図
書
館
☎
０
５
２

（
７
９
３
）
６
２
８
８
。
講
師

は
、
あ
い
ち
文
学
フ
ォ
ー
ラ
ム

代
表
の
山
下
達
治
さ
ん
。
※
申

し
込
み
は
４
月
10
日
（
水
）
前

９
・
30
〜
同
館
の
窓
口
ま
た
は

電
話
で
受
け
付
け
。
一
般
対

象
、
先
着
30
人
。
無
料

　

東
谷
山
フ
ル
ー
ツ
パ
ー
ク
＝

上
志
段
味
東
谷
＝
の
「
シ
ダ
レ

ザ
ク
ラ
ま
つ
り
」
が
30
日

（
土
）
か
ら
４
月
14
日
（
日
）

ま
で
開
催
さ
れ
る
。
た
だ
し
、

開
花
状
況
に
よ
っ
て
期
間
変
更

の
場
合
も
あ
り
、
同
園
は
「
お

出
か
け
前
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
」
と
呼
び
か
け
て
い
る
。

　

園
内
の
桜
は
ヤ
エ
ベ
ニ
シ
ダ

レ
ザ
ク
ラ
や
ベ
ニ
シ
ダ
レ
ザ
ク

ラ
な
ど
約
30
種
、
千
本
ほ
ど
。

４
月
上
旬
ご
ろ
ま
で
は
ス
モ
モ

や
ア
ー
モ
ン

ド
、
モ
モ
と

い
っ
た
果
樹

の
花
も
楽
し

め
る
。

　

イ
チ
ゴ
を

は
じ
め
と
し

た
果
物
や
毎

回
人
気
の
焼

き
芋
の
販
売

が
行
わ
れ
る

ほ
か
、
キ
ッ

チ
ン
カ
ー
な

ど
も
並
ぶ
。

ま
た
、
東
谷

山
フ
ル
ー
ツ

パ
ー
ク
の
春

を
感
じ
る
作

　

希
少
な
湿
地
生
物
と
の
出
会

い
―
。
「
春
の
水
生
園
自
然
観

察
会
」
が
４
月
14
日
（
日
）
午

前
10
時
〜
正
午
、
小
幡
緑
地
中

央
園
の
水
生
園
で
開
か
れ
る
。

一
般
対
象
、
参
加
無

料
。

　

水
生
園
の
保
全

（
非
公
開
）
区
域
は

普
段
閉
鎖
さ
れ
、
希

少
な
湿
地
生
物
が
繁

殖
し
て
い
る
数
少
な

い
場
所
。
観
察
会
で

は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
水
生
園
を
育
む

会
」
会
員
が
講
師
を

務
め
、
ハ
ル
リ
ン
ド

ウ
や
コ
バ
ノ
ミ
ツ
バ

ツ
ツ
ジ
、
シ
ュ
ン
ラ

ン
な
ど
同
区
域
内
の

春
の
自
然
を
紹
介
す
る
。

　

集
合
場
所
は
小
幡
緑
地
本
園

の
緑
ケ
池
駐
車
場
、
午
前
９
時

時
半
〜
同
10
時

ご
ろ
ま
で
。

　

現
在
は
約
３

０
０
人
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
登
録

し
て
お
り
、
参

加
者
か
ら
「
地

域
に
貢
献
し
て

い
る
の
を
実
感

で
き
る
」
「
仲

間
が
で
き
て
楽

し
い
」
の
声
も

聞
か
れ
る
と
の

こ
と
。
問
い
合

わ
せ
・
申
し
込

み
は
守
山
区
社
会
福
祉
協
議
会

＝
☎
０
５
２
（
７
５
８
）
２
０

１
１
＝
へ
。

　

朝
活
、
ち
ょ
ボ
ラ
（
ち
ょ
っ

と
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
し
ま

せ
ん
か
―
。
「
守
山
区
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
給
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
」

を
行
う
区
社
会
福
祉
協
議
会
＝

小
幡
南
１
＝
で
は
、
「
仕
分

け
」
と
「
運
転
」
に
携
わ
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
っ
て
い
る
。

　

１
９
７
６
年
に
始
ま
っ
た
同

事
業
は
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ

る
配
食
見
守
り
活
動
」
を
続
け

て
お
り
、
市
内
で
は
守
山
区
の

み
が
実
施
。
高
齢
者
ら
利
用
者

に
弁
当
を
手
渡
し
し
て
届
け
る

こ
と
で
、
安
否
確
認
の
役
割
も

担
っ
て
い
る
。

　

共
に
活
動
は
毎
週
火
曜
。
仕

分
け
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
弁
当

工
場
（
尾
張
旭
市
庄
中
町
）
で

配
送
地
域
ご
と
の
仕
分
け
を
受

け
も
ち
、
午
前
８
時
半
〜
同
９

時
ご
ろ
ま
で
。
ま
た
運
転
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
は
、
同
工
場
か
ら
森

孝
西
・
森
孝
東
コ
ミ
セ
ン
へ
の

弁
当
配
送
を
担
当
し
、
午
前
８

　

照
明
や
舞
台
を
体
験
す
る
バ

ッ
ク
ス
テ
ー
ジ
ツ
ア
ー
も
―
。

特
別
講
座
「
い
ま
さ
ら
聞
け
な

い
舞
台
の
こ
と　

劇
場
の
こ

と
」
が
、
４
月
26
日
（
金
）
に

守
山
文
化
小
劇
場
＝
小
幡
南
１

＝
で
開
か
れ
る
。
一
般
対
象
、

事
前
申
し
込
み
不
要
、
当
日
の

午
後
６
時
半
か
ら
受
け
付
け
。

　

守
山
の
文
化
を
考
え
る
会

（
白
樺
八

代
表
）
と
同
劇
場

が
主
催
。
同
劇
場
開
館
25
周
年

オ
リ
ジ
ナ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

（
11
月
上
演
）
に
向
け
た
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
参
加
者
の
〝
学
び

の
場
〞
も
兼
ね
て
開
く
も
の
。

　

講
師
は
名
古
屋

放
送
芸
能
家
協
議

会
専
務
理
事
、
舞

台
で
活
躍
す
る
な

ど
日
本
の
伝
統
芸

能
に
も
造
詣
が
深

い
白
濱
洋
介
さ

ん
。
舞
台
と
劇
場

に
関
す
る
話
や
バ

ッ
ク
ス
テ
ー
ジ
ツ

ア
ー
、
古
く
か
ら
受
け
継
が
れ

る
効
果
音
や
拍
子
木
の
使
い
方

の
実
演
ほ
か
も
行
わ
れ
る
。

　

午
後
７
時
〜
同
８
時
半
。
参

加
費
１
５
０
０
円
。
問
い
合
わ

せ
は
白
樺
さ
ん
＝
携
帯
０
９
０

―
４
２
５
７
―
９
１
９
２
＝
ま

た
は
メ
ー
ル
＝moriyamabunk

a20@gmail.com

＝
へ
。

45
分
か
ら
受
け
付
け
。
小
雨
決

行
、
荒
天
時
中
止
。
動
き
や
す

い
服
装
と
履
き
慣
れ
た
靴
で
、

帽
子
や
手
袋
、
飲
み
物
を
持
参

く
だ
さ
い
と
の
こ
と
。

　

問
い
合
わ
せ
は
小
幡
緑
地
管

理
事
務
所
＝
☎
０
５
２
（
７
９

１
）
９
４
９
２
＝
へ
。

品
―
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
写
真
コ

ン
テ
ス
ト
を
４
月
14
日
（
日
）

ま
で
開
催
中
。

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
半
、

入
園
料
無
料
。
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ

ま
つ
り
の
期
間
中
は
駐
車
場
有

料
（
普
通
車
１
回
に
つ
き
６
５

０
円
）
。
問
い
合
わ
せ
は
同
園

＝
☎
０
５
２
（
７
３
６
）
３
３

４
４
＝
へ
。

特
別
講
座「
い
ま
さ
ら
聞
け
な
い

舞
台
の
こ
と
　
劇
場
の
こ
と
」

来
月
26
日

守
山
文
化
小
劇
場

「
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
ま
つ
り
」開
催

30
日
か
ら

東
谷
山
フ
ル
ー
ツ
パ
ー
ク
で

守
山
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
給
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

「
仕
分
け
」と「
運
転
」ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
中

春を愛でる―東谷山フルーツパークのシダ レザ クラ（昨年）

講
師
の
白
濱
洋
介
さ
ん

「仲間ができた」との声も―
配食で活躍するボランティア

水生園の生物を見られる貴重な観察会（以前）

彩り豊かな生け花作品が並ぶ（昨年）練習の成果の披露に向けて出演者ら（以前）

「
春
の
水
生
園
自
然
観
察
会
」

来
月
14
日

小
幡
緑
地
中
央
園
の
水
生
園
で

２０２４年（令和６年） ３月号 〔２〕


